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　2013年、財団法人からの移行を
果たした私共、一般財団法人 博
慈会が目指すものは、次世代に繋
がる責任ある地域密着型病院グ
ループに他なりません。
　お陰様で2014年秋には、法人創
立50周年並びに新館竣工祝賀会
を、関係各位皆様方のご出席のも
と盛大に催すことができました。
これも一重に、私共法人をご支援
下さる皆様方のお力添えの賜物と
心より感謝申し上げるとともに、
地元足立区における開かれた病院
グループとして、職員一同、その
責務を果たすべく更なる精進を重

ねて参る所存です。
　私共、一般財団法人 博慈会に
脈々と流れる地域密着型医療、小
児科を含む救急医療、そして、高齢
化社会への貢献活動を踏襲すると
同時に、各科専門医による高度な
専門医療、充実した検査体制、次
世代を担う研修医の教育体制に加
え、最新設備の積極的導入と熟練
スタッフによるサポート体制の強化
を図り、医学・医療の各分野にお
ける卓越した成果を導き出すべく、
日々努力を重ねております。
　私共法人の基本理念の三本柱
「地域医療に徹する」、「救急医療

体制を確保する」、「患者様本位の
高度な医療を提供する」を軸に、時
代に適応した最良の医療を提供さ
せて頂くことを法人職員ひとり一人
が常に心がけております。
　また、東京都災害拠点病院の
重責を果たすべく、博慈会記念
総合病院を核に小児科・循環器
科を含む救急医療体制の充実を
図る一方で、博慈会腎クリニッ
クでの透析治療や長寿リハビリ
センター病院を中心に回復期並
びに高齢化社会への対応にも力
を尽くしております。
　私共一般財団法人 博慈会は、
地元の“かかりつけ医”のみなさ
まとの連携を大切にし、足立区の
みならず、川口市、北区など周辺
地域も含めた皆様のご期待に添え
る「地域密着型病院グループ」を
常に目指し、職員一同努めて参り
ますので、今後とも皆様方のお力
添えを賜りたく、よろしくお願い
申し上げます。

法人創立50周年を迎えて

一般財団法人 博慈会

　　理事長　三瓶　広幸

地域医療を考える

Healthcare foundation
私たち一般財団法人博慈会は、「地域密着型病院グループ」として、
　　　保健・医療・福祉のネットワークにより、皆さまの健康をサポートしてまいります。
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　昨年秋、一般財団法人博慈会創
立50周年ならびに新病院完成の記
念式典を開催した折には、各方面
から多数の方々にご出席をいただ
き、さらに温かい励ましのお言葉
までいただき誠にありがとうござ
いました。時の流れるのは早く、
完成からもう既に１年を経過しま
したが、現在も院内の整備に奔走
している日々でございます。患者
さまにおかれましては、新しい診
療体制ならびに院内の導線にも慣
れていただいたようで、目立った
トラブルもなく好評をいただいて
おります。患者さまにとってさら
なる利便性の向上を実感していた
だけるように、今後も職員一同協
力して改革を進めてまいります。
　当院では平成27年４月より新た
なる医療展開を計画し、既に実行
しているものもあります。この内
容について詳細に述べさせていた
だきます。
① 他院より当院への放射線検査依頼状
（情報提供用紙）ならびに問診表、
承諾書の簡素化
　　・ ２台のMRI検査（新規に導入

したシーメンス製1.5T、フィ
リップス製1.5T）

　　・ ２台のCT検査（東芝80列CT
ならびにフィリップス16列
CT）

　　・ 全身性RI検査（GE製）、骨
密度測定検査、各種造影検査

　　・ 放射線治療（最新鋭放射線治
療機器ーエレクタシナジー）

　 　これらの最新鋭の放射線機器
を有効に利用していただくため
に、検査依頼状を極力簡素化い
たしました。放射線科受付に設
置した専用電話で予約日時を決
定し、結果は報告用紙並びにCD
を送付する形をとっており、患
者さまは検査時のみ来院するだ
けで負担も軽減いたしました。
地域連携科のスタッフが資料を
持って各医療機関に説明に伺っ
ております。数多くの医療機関
に利用していただくことを心待
ちにしております。

②新規外来の開設ならびに外来の増設
（１） 表在性下肢静脈瘤外来の新設

（月１回、第４週土曜日午前）
　　　 　各種検査、手術ならびに

レーザー治療も可能です。
（２） 乳腺外来－毎週火曜日（奇数

週は午後のみ）と木曜日（午
前、午後）に増設

　　　 　当院では手術、化学療法、
放射線治療のすべてを行って
おります。

　上記（１）（２）の外来は電話によ
る予約制になっており、当院の受
付に気軽にお電話いただければそ
の場で予約を取り、受診可能とな
ります。
（３） 足立区乳がん検診施行医療機

関に登録（４月より）
（４） 呼吸器外科外来－毎週木曜日

午前、肺癌などを中心に（昨
年度より）

（５） 脊椎外来ならびに人工関節外
来（整形外科外来における専
門外来の開設）

（６） 看護外来の開設予定（褥瘡、
壊疽、人工肛門など）（今年
度秋頃より）

　　　 　皮膚排泄ケア認定看護師の
入職により可能

（７） 博慈会田園クリニック（関連施
設）－小児科外来開設（火、
水、土曜日の午前）

③病理診断センターの開設
　 　常勤病理医師の入職により、当
院で発生する病理標本については
病理診断を行っております。さら
に迅速病理診断も週４日行える体
制となり、より高度な手術症例も
当院で行えるようになりました。
乳癌や胆道系の悪性腫瘍を含め症
例がございましたら紹介をよろし
くお願いいたします。
④ 長寿リハビリセンター病院におけ
る回復期リハビリ病棟開設
　 　平成26年12月より35床の回復期
リハビリ病棟を開設いたしました
が、平成27年５月よりリハビリ医
療専門職の充足により、運動器疾
患患者のみならず脳血管障害患者
の受け入れも可能（廃用症候群の

患者も可能）になりました。入院
加療をご希望される場合は、当院
の医療ソーシャルワーカーに連絡
いただければ迅速に対応させてい
ただきます。今後回復期リハビリ
テーションについては必要に応
じ、拡張していく予定でございま
す。
⑤大学病院との連携強化
　 　当院の特徴として、前方病院と
して比較的距離の近い場所に２つ
の大学病院（日本医科大学付属病
院、帝京大学医学部付属病院）を
有しているため当院で対応できな
い症例は紹介によりスムーズに転
院可能であり、またその大学病院
の後方病院として（超）急性期を
過ぎた患者さまの受け入れも積極
的に行っております。
　 　当院は、常勤ならびに非常勤医
師の多くが日本医科大学出身であ
り、平成25年より日本医科大学付
属病院の特定関連病院に指定され
ました。特定関連病院とは通常の
関連病院とは異なり、多くの派遣
診療科が設置されているためより
密接な連携が可能になっておりま
す。現在全国で７施設、東京都に
おいては２施設が指定されており
ます。
　 　小児科につきましては、帝京大
学医学部出身の常勤医並びに派遣
医師が中心に診療をおこなってお
り、当院は帝京大学医学部付属病
院の関連病院になっております。
日本医科大学付属病院や帝京大学
医学部付属病院の医療連携室とは
常時スムーズに連絡が取れ、患者
さまの紹介や逆紹介が迅速に行え
る体制にあります（緊急性のある
場合は当日搬送も可能）。当院に
おいて対応できない症例と判断し
た際には、各担当医師が早急に連
絡を取りご紹介いたします。
　 　近隣の先生方におかれまして
は、患者さまをご紹介いただいた
後のことにつきましては、当院で
責任を持って対応させていただき
ますので、安心して紹介いただけ
れば幸いです。
　さらに平成27年９月中旬を目処に
オーダリングシステムを導入するた
めに準備を進めております。診療機
能の充実ならびに医療安全の向上を
目指して取り組んでいきたいと考え
ております。今後も皆様から信頼さ
れる病院として評価をいただけるよ
う職員一同精一杯研鑽を積んでまい
ります。今後もご指導ご鞭撻のほど
よろしくお願いいたします。

耐震化整備事業に伴う新病院建築
から１年を経て
～地域中核病院としての新たなる医療展開～

一般財団法人 博慈会　副理事長

博慈会記念総合病院　院長　岡田　憲明



第32号 平成27年10月１日博慈会だより

4

　博慈会記念総合病院では2015年4
月から乳腺科外来が週2日（火曜日
と木曜日）増え、区の指定医療機関
として、マンモグラフィ検診を行う
こともできるようになりました。マ
ンモグラフィ検診は乳がんの早期発
見にとても重要です。しこりとして
触れるような大きさになる前の初期
段階で発見することが可能です。日
本を含め世界中で40歳以上の女性に
2年に1回のマンモグラフィ検診が勧
められています。
　がんという病気は日本人の2人に1
人が一生涯の間にかかる疾患です。
その中でも乳がんは近年特に増加し
ています（図）。現在、乳がんは日
本人女性の12人に1人（8%）が一生
涯の間にかかる病気です。統計によ
ると2014年の1年間で推定86,700人
が罹患したと報告されています。こ
のように乳がんが増加している大き
な要因として、まず、社会生活の変
化による日本人女性の晩婚、少子化
の影響が考えられます。言い換える
と、妊娠、出産、授乳をできるだけ
若いうちに経験することが乳がん発
症の予防になります。さらに、食生
活の変化、摂取カロリーの増加によ
る肥満は閉経後の女性における乳が
ん発症のリスクを増加させます。あ
まり知られていませんが、アルコー
ル飲料はその種類にかかわらず乳が
ん発症のリスクになると言われてい
ます。一方、乳製品の摂取は乳がん
発症のリスクにはならないという調
査結果があります。

　乳がんは乳房の中のお乳の通り道
である乳管にできる悪性腫瘍のこと
です。病理学的に正式な名前は乳管

癌ということになります。乳管以外
の細胞から発症するものは小葉癌と
言われ、日本では5％未満です。乳
がんは生物学的にいくつかの類型
に分かれます。治療の効果からみる
と、ホルモン治療がよく効く類型、
化学療法（抗がん剤）がよく効く類
型、これら薬剤があまり効かない類
型、などです。この類型は顕微鏡を
用いた病理検査により分類できま
す。この類型を考慮し、さらに患者
さまの健康状態や希望を考慮し、医
療者と患者さまがよく話し合い、患
者さま一人ひとりに合った最適な治
療法を決定することが重要です。
　乳がんの治療は局所療法と全身療
法に大きく分けられ、前者は手術と
放射線治療、後者はホルモン療法、
化学療法、分子標的療法に分けられ
ます。手術は乳房をすべて切除する
方法（乳房切除術）、部分的に切除
する方法（乳房温存術）に分けら
れ、後者の場合、放射線治療を併用
したほうが安全です。さらに、乳房
切除術でもリンパ節転移があった場
合、放射線治療を併用したほうが安
全と考えられています。手術前に薬
物療法を行い、しこりを小さくして
から、乳房温存術を行う方法、一
方、乳房切除術と同時に形成外科的
に乳房を再建する方法も可能です。
これらの治療は乳房再建手術も含め
すべて保険承認されています。
　乳房には良性の病気もあります。
20歳代から30歳代に最も多いしこり
は線維腺腫です。線維腺腫は過去に
は摘出が多く行われましたが、現在
は摘出せずに様子を見ることが一般
的となり、様子をみても2～3cmを
超えて大きくなることは稀です。一
方、葉状腫瘍という疾患は線維腺腫
に似て境界明瞭なしこりですが、若
い人から高齢者まで年齢にかかわら
ず発症します。線維腺腫と異なり増
大していく性質があり、放置すると
悪性化することもありますので、摘
出手術が必要となります。
　このように乳腺疾患はまず良性か
悪性かを診断し、さらに手術が必要

か否か、手術の場合その術式をどう
するか、薬物療法をどうするか、放
射線治療が必要か否か、といった具
合に診断後にも決定しなければなら
ないことが多くあります。乳腺診療
にかかわる医療者は、この診断から
治療までの流れをすばやくかつ潤滑
に行うことを目標にして日々の診療
にあたっております。患者さまとよ
く話し合い、患者さま一人ひとりに
合った最適な医療が行えるように常
に心がけております。
　博慈会記念総合病院では乳腺疾患
の診断から治療までに必要不可欠な
人材や機器がすべてそろっておりま
す。住民の皆様には、検診はもちろ
んのこと、乳房に異常が感じられた
場合には、ぜひ安心してわれわれの
乳腺科を受診していただければと切
に願っております。

診療日・予約のご案内

■診療日・時間
　曜日：毎週火曜日、木曜日
　受付：午前８時30分～12時
　　　　午後１時30分～  4時
　※ 第１、第３、第５火曜日は
午後のみ診療となります。

■予約方法
　 　完全予約制とさせていただ
いておりますので、予め電話
にて予約をお願い致します。

■お申し込み・お問合せ先
　博慈会記念総合病院
　　電　話　03－3899－1311
　　乳腺科（内線7513・7552）

乳腺科外来のご案内
博慈会記念総合病院　乳腺科
日本医科大学付属病院
　　乳腺科　教授　武井　寛幸

クローズアップ

武井寛幸教授より

　乳腺疾患に対し診断から治
療まで、画像診断、病理診
断、手術療法、放射線治療、
薬物療法、緩和療法など、
患者さま一人ひとりに合った
最適な医療を提供してまいり
ます。博慈会記念総合病院に
は、医師・看護師・薬剤師・
技師など有資格者が揃ってお
ります。各専門スタッフと連
携を図り、質の高いチーム医
療を提供してまいります。
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博慈会記念総合病院では、平成27
年5月より下肢静脈瘤外来を開設致し
ました。
下肢静脈瘤の患者数は約1000万人以
上といわれており、日常的によく遭遇す
る疾患です。しかしながら、それが病気
であると認識していない方や病気であ
ることは知っていても何科を受診してよ
いかわからないといった方が大勢いらっ
しゃいます。また病院を受診しても専門
医以外の診察である場合、経過観察と
なることも少なくありません。
そこでまずは下肢静脈瘤とはどの様
な疾患であるかを知っておくことが重要
です。正しく診察治療を受けるために下
肢静脈瘤について簡単に解説しておこう
と思います。
足の静脈は比較的表面に近い浅い部
分を走行している「表在静脈」と深い中
心部分を走行している「深部静脈」の大
きく二つに分けられます。「表在静脈」
のなかでも特に太くて長いものが、大腿
の付け根から伸びる「大伏在静脈」と
膝裏から伸びる「小伏在静脈」という2
本の血管です。大伏在静脈は足首の内
側からスタートし、ふくらはぎの内側、太
ももの内側を走行し、大腿の付け根で
深部静脈に合流します。小伏在静脈は
足首の外側から始まり、ふくらはぎの後
ろ側を走行し、膝裏で深部静脈に合流
します。いずれも心臓方向に血液を運ぶ
わけですから重力に逆らって上方方向
への流れとなっています。これを可能に
するために、静脈は動脈にはない特別
な構造を備えています。それは「ふくらは
ぎ等の筋肉による筋ポンプ作用」と「逆
流防止弁」という二つの仕組みです。筋
肉が収縮すると筋肉の中にある静脈が
圧迫され、これにより血液が流れる仕組
みになっています。いわゆる筋肉がポン
プの働きをしているということです。とこ
ろが、このままでは圧迫された血液はい
ろいろな方向に流れ、また重力に従って
逆流してしまいます。これを防ぐために
存在するのが逆流防止弁です。つまり逆
流防止弁の作用によって血液の流れが
一定方向（心臓方向）となるわけです。

これにより、重力に逆らった血流が確保
できます。下肢静脈瘤はこの逆流防止弁
が壊れることにより血液の逆流が生じ、
発生します。弁の故障により重力にした
がって血液が逆流するため血液が鬱滞
し下腿表面にある血管が太く瘤状に腫
れていきます。特に大伏在静脈や小伏在
静脈といった太い血管の弁が根本で故
障すると、元々の血流量が多いためこれ
につながる表面の瘤も大きく太くなり、
また症状も現れやすくなります。これを
伏在型静脈瘤
（写真①）と
いいます。下
肢静脈瘤に
なると血液の
鬱滞が起こり
静脈内の圧
力があがるた
め、血液中の
水分が血管
外へ押し出さ
れ、これがむくみの原因となります。
また、静脈は二酸化炭素や老廃物を
運搬する役割を担っているため、静脈
血の鬱滞が起こるとこれら老廃物等が
筋肉や皮下組織に溜まってしまい様々
な症状を引き起こします。だるい、むく
む、疲れやすい、かゆい、足がつるなど
の症状がその例です。また意外と知ら
れていないのが下肢静脈瘤による皮膚
炎です。これは鬱滞性皮膚炎と呼ばれ
静脈瘤を治療しないと治りません。鬱
滞性皮膚炎は、湿疹・色素沈着（皮膚
が茶褐色に黒ずんでくる）・脂肪皮膚

硬化症（皮下脂
肪が硬くなる）
に分けられ、こ
れらが単独あ
るいは組み合わ
さって起こりま
す。進行すると
潰瘍を併発す
る事もあります。
（写真②）かぶ
れや普通の皮膚
炎だと思って無

治療あるいは漫然と治療していても治
ることはなく悪化していき治療が困難
になっていきます。
このように、筋ポンプ作用および逆流
防止弁が働かなくなると血液が鬱滞し
下肢静脈瘤になりやすいということが
わかります。では、具体的にどの様な方
に多くみられるのでしょうか。逆流防止
弁の故障原因には遺伝的要因や環境的
要因がありますが、環境的要因として立
ち仕事や長時間のデスクワークなどが
挙げられます。職業でみてみると、調理
師・美容師・看護師など長時間同じ場
所に立ち続けなければならない方、デス
クワークの時間が長い方、高齢となりあ
まり運動できないような方に多い傾向に
あります。特に板前さんやお寿司屋さん
のようにほとんど同じ場所で動かずに
長時間立ち続けている方が悪化しやす
い傾向にあります。
下肢静脈瘤の診察では、超音波を使
用して検査をします。血管に針を入れて
血管造影検査をしたり大がかりな画像
検査をする必要はありません。超音波
検査で前述の表在静脈や深部静脈に逆
流があるかないかを確認するだけなの
で、外来で手軽に検査でき簡単に診断
ができます。
下肢静脈瘤は癌のような悪性疾患で
はないため、どうしても軽く考えられ診
断治療が後回しにされる傾向がありま
す。しかしながら、下肢静脈瘤はただの
加齢現象ではなく、きちんとした原因
がある「病気」なので治療をすることに
よってしっかりと治すことができます。逆
を言えば自然治癒することはなく、治療
をしないと治りません。治療することに
より、足の様々な症状が劇的に改善する
だけではなく表面の瘤がなくなることで
美容面においても満足感が得られます。
現在、手術をはじめとした様々な治療法
がありますが、すべて保険診療での治療
が可能です。（写真③）
足の瘤やひどいむくみ等でお悩みの
方は是非御気軽に下肢静脈瘤外来を受
診してみて下さい。お待ちしております。

下肢静脈瘤外来のご案内
博慈会記念総合病院　外科
東京デイサージェリークリニック
　　副院長　柏原　元

クローズアップ

伏在型静脈瘤の手術前（写真①）

下肢静脈瘤により下腿内側
に色素沈着を伴う潰瘍を併
発した症例（写真②） 手術後1か月（写真③）
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≪始めに≫ 
平成26年11月1日、当院別館に回復期リハビリテーションを開

設いたしました。
厚生労働省は、医療連携体制の構築として5疾病・5事業を推し
進めており、日本の医療提供システムにとって重要な方針を打ち
出しております。5疾病の1つ脳卒中は、日本において死亡原因の
第3位であり、総患者数は約140万人、お亡くなりになる方も年
間13万人にも及んでいます。脳卒中のうちでも脳梗塞においては
血栓溶解療法を受ければ、劇的に良くなる可能性があり注目され
ています。しかし、この治療法は、時間的制約がありすべての医
療機関で受けられるわけでもありません。ごく限られた患者さま
がこの恩恵に浴していますが、依然、脳卒中は、“寝たきり”の原
因の約４割を占めているというのが現状です。
リハビリテーションは、脳卒中によって失われた機能の回復を
はかり、またその再発防止をはかるためにも有用と考えられてい
ます。また、整形外科疾患術後にも回復期リハビリテーションは、
欠かせない治療となっています。多くの脳卒中回復期の患者さま、
整形外科疾患術後回復期の患者さまに、社会復帰にむけて、当回
復期リハビリ病棟を活用して頂ければと存じます。（図、表）

（表）回復期リハビリテーション対象患者さま
対象疾患 発症から入院 入院期間

1 脳血管疾患、脊髄損傷、頭部外傷、くも膜下出血の
シャント術後、脳腫瘍、脳炎、急性脳症、脊髄炎、多発
性神経炎、多発性硬化症、腕神経叢損傷等の発症
後もしくは手術後、又は義肢装着訓練を要する状態 2ヶ月以内

150日

高次脳機能障害を伴った重症脳血管障害、重度
の頚髄損傷および頭部外傷を含む多部位外傷 180日

2 多肢の骨折、大腿骨、骨盤、脊椎、股関節又は膝
関節の骨折 2ヶ月以内 90日

3 外科手術又は肺炎などの治療時の安静により廃用
症候群を有しており、手術後又は発症後 2ヶ月以内 90日

4 大腿骨、骨盤、脊椎、股関節又は膝関節の神経、
筋又は靭帯損傷後 1ヶ月以内 60日

5 股関節又は膝関節の置換術後の状態 1ヶ月以内 90日

≪施設とスタッフ≫ 
回復期リハビリテーション病棟は、当院別館の2階に開設され、
病床は4人部屋7床、2人部屋3床、個室1床の計35床となっており
ます。全体の形状はJ字状をしており（写真1）、病窓からは11月
に楓、3月には桜が眺められます。食事は、同フロアーの食堂・談
話室をご利用頂いております。（写真2）

3階リハビリ室は、床面積362.5㎡で、形状は同様にJ字状をし
ています。室内には、リハビリテーション用のプラットホーム6台、
エルゴメータ4台、トレドミル1台、平行棒2set、他に多くの物量
機具や生活動作訓練用の IHクッキングヒーター、洗濯機、冷蔵庫、
炊飯器、電子レンジ等も備え付けられています。（写真3～7）

スタッフは、神経内科医1名（私）、整形外科医1名、看護師13名、
理学療法士・作業療法士5名で開始し、本年5月に言語聴覚士1名
が加わり、脳血管障害の回復期
リハビリテーションにも本格的
に対応ができるようになりまし
た。6月現在、看護師15名、理学
療法士7名、作業療法士2名、言
語聴覚士1名とスタッフも充実し
てきました。（写真8、9）

≪現状≫ 
昨年12月1日に、回復期リハ
ビリテーション病棟入院基本料3
の施設基準が認可されました。
まず、入院前段階として、毎
週月曜日に医師、看護師のほか、
各職種の専門スタッフが参集し、
入院判定会議を行っております。
また、早期社会復帰の有用性を
考え、現在、博慈会記念総合病
院の脳神経外科や整形外科のカンファランスにも私どもが積極的
に参加し、回復期リハビリテーションに該当される患者さまの早
期転院を促進いたしております。
当院では、1単位20分のリハビリテーションを行っており、神
経系疾患では1日8～9単位、整形疾患では1日6単位を行ってお
ります。
チームカンファランスは、毎週水曜日に医師、看護師と各職種
の専門スタッフが参集し、入院患者さまごとに1ヶ月間の生活活
動動作（ADL）やリハビリテーションの評価を行い、今後の方針を
決定しています。入院患者延べ数は、昨年11月開設当初の64名
から、6月現在527名（うち神経系疾患247名）と徐々に患者さまの
入院数をのばしてきております。多くの患者さまが運動機能を改
善され、開設より本年6月まで在宅復帰率は100%でした。
当院の紹介元は、関連施設である博慈会記念総合病院の患者さ
まが大半であり、今後は近隣地域の病院や大学病院の患者さまも
積極的に受け入れ、多くの患者さまやご家族さまのお役にたてれ
ばと考えております。

回復期
リハビリテーション
開設のご案内
長寿リハビリセンター病院
　　副院長　駒場　祐一

写真1（病棟案内図） 写真2（食堂･談話室）

診療科だより

写真５（平行棒②）

写真7（生活動作訓練用家電製品）

写真3（プラットホーム）

写真4（平行棒①）

写真6（エルゴメータ･トレドミル）

写真8（回復期スタッフ）

写真9（病棟スタッフ）
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　整形外科は現在、常勤医師6名体制にて診療を行って
います。
　外来では、診療の拡充を図り平成25年5月より3診体制
から4診体制に移行しました。さらに平成27年4月には、外
来診察室を移設して「脊椎ならびに人工関節」の専門外
来を開設いたしております。
　入院については、平成26年3月に新病棟が完成し、整形
外科病棟にあっては、これまでの34床から54床に増床い
たしております。また、リハビリテーション室が別館の3階
に新設され、本館と別館に連結された空中歩廊にて、リハ
ビリテーション室までの往来が可能となっております。
　診療内容については、一般外傷、脊椎・関節慢性疾
患、スポーツ外傷、腫瘍疾患、末梢神経疾患、リウマチ性
疾患など幅広く対応しております。
特色： 年間手術件数は、慢性

疾患、外傷を含めて500
件程度行っています。

（１）  脊椎変性疾患、脊髄
腫瘍、脊髄外傷に対し
て、各症例に応じた手
術を行っています。

  当院では、椎弓切除や
椎弓形成術の際に、超
音波骨メスを使用して
おり、手術の安全性・
確実性を図っております。また、脊髄腫瘍・靱帯骨
化症および変形矯正手術等の際には、術中モニタ
リングを行い、手術の安全性を向上させておりま
す。最小侵襲手術は、顕微鏡下で行っています。最
近では、脊椎圧迫骨折に対するバルーンカイフォプ
ラスティ・最小侵襲脊椎固定術（MISt）や脊椎変
形矯正手術も積極的に行っています。また、各種神
経ブロックも症例に応じて行っています。（硬膜外
ブロック、神経根ブロック、交感神経ブロック、星状
神経節ブロック、エコー下末梢神経ブロック等）。
難治性神経障害性疼痛に対しては、脊髄電気刺激
療法を施行しています。

（２）  股関節や膝関節変性疾患に対しては、適応を十分
に検討し、人工関節置換術（THA,TKA,UKA）や
骨切り術（臼蓋回転骨切り術、高位脛骨骨切り術）
を行っております。

 人工関節手術は、低侵襲手術を行っております。

（３）  スポーツ外傷〈膝，肩，肘等〉に対しては、症例に応
じて手術療法を行っております。（靱帯再建術、関
節形成術、鏡視下手術等）。

（４）  骨腫瘍、軟部腫瘍に対しては、専門の医師による診
断・治療を行っております。

（５）  末梢神経障害に関しては、神経伝導検査を行い、
診断・治療を行っております。

（６）  手術の際には、症例により自己血輸血を行っており
ます。

（７）  糖尿病壊疽等の難治性潰瘍に関しては、症例によ
りマゴットセラピーを行っております。

（８）  平成22年4月より、外来通院のリハビリテーション
を開設し、牽引や低周波治療、ウオーターベッド治
療等を開始しております。

（９）  外傷の分野では、とくに高齢者の大腿骨頚部骨折
に関しては、既往に内科的合併症を伴うことが多
く、術後の下肢深部静脈血栓症の発生も散見され
るので、内科と併診して手術が安全に行えるように
心がけています。

　整形外科適応の患者さまがいらっしゃいましたら、ぜひ
ご紹介を賜りたくお願い致します。
今後とも皆様方のご支援、ご鞭撻を何卒よろしくお願い申し
上げます。

整形外科診療の拡充
博慈会記念総合病院
「脊椎・人工関節センター」
　　整形外科　部長　星野　瑞

　外来では、診療の拡
充を図り平成25年5月
に3診体制から4診体制
に移行し、さらに平成
27年4月には、外来診
察室を移設して、一般
外来のほか「脊椎なら

びに人工関節」の専門外来を開設いたしました。

外来診察室 

▲

　博慈会記念総合病院
のリハビリテーション室
では、急性期疾患を対
象とする入院ならびに
外来のリハビリテーショ
ンを行っております。
　また、長寿リハビリ

センター病院においては、寝たきり防止と社会や家庭への
復帰を目的とする入院患者さまを対象とした、回復期リハ
ビリテーションを行っております。

リハビリテーション室（急性期） 

▲

　平成26年3月に新病
棟が完成し、整形外科
病棟は、これまでの34
床から54床に増床いた
しました。
　また、リハビリテー
ション室が別館に新

設され、本館と別館に連結された空中歩廊にて、リハビリ
テーション室までの往来が可能となっております。

スタッフステーション 

▲

診療科だより
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（東海大学卒）

田
た な か

中　庸
よ う こ

子
歯科口腔外科 医長
（日本歯科大学卒）

澁
し ぶ や

谷　義
よしあき

彬
小児科

（帝京大学卒）

斎
さ い だ

田　尚
なおたか

貴
歯科口腔外科
（鶴見大学卒）

片
かたやま

山　安
あ ん な

奈
腎臓内科

（日本医科大学卒）

安
や す ら お か

良岡　高
た か し

志
消化器科

（日本医科大学卒）

合
ご う だ

田　浩
ひ ろ き

紀
循環器科

（日本医科大学卒）

馬
ば ば

場　栄
えいいち

一
脳神経外科
（京都大学卒）

川
か わ た

田　亮
りょう

臨床研修医
（日本医科大学卒）

● ● ● 新 任 医 師 紹 介 ● ● ●
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地域との連携

ぜひ、当院の放射線機器をご利用ください。

放射線科では、「MRI・CT・RI・骨密度測定・各種造影検査と放射線治療」のご予約を受け賜
わっておりますので、ぜひご利用いただけたら幸いです。
また、これまでの予約受付手順とご依頼状等の様式について見直しを行い、ご紹介元の先生方
ならびに患者さまのご負担を少しでも軽減できますよう、一部予約の手順方法と様式の簡素化を
致しました。
検査のご依頼方法や様式等につきましては、地域連携室のスタッフがお伺いのうえご案内をさ
せていただいておりますので、ご用命がございましたらお気軽にご連絡ください。

検査依頼方法や様式等のご用命

地域連携室
☎ 03－3899－1311
（内線：1327）

予約のお申し込み

■放射線検査のご予約
放射線科（放射線外来受付）
　☎ 03－3896－0606
　　（予約専用）
　※ 休日・夜間緊急時は、放射線
技師あてにご連絡ください。

　☎ 03－3899－1311
　　（内線：7243）

■放射線治療のご予約
　放射線治療室
　☎ 03－3899－1311
　　（内線：1254）

CT装置（80列）／東芝社製

MRI装置（1.5T）／フィリップス社製

血管撮影装置／島津社製

CT装置（16列）／フィリップス社製

RI装置／GE社製

放射線治療装置／エレクタ社製

骨密度測定装置／GE社製

MRI装置（1.5T）／シーメンス社製

放射線機器のご紹介
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舎人氷川神社

見沼代
親水公園駅

日
暮
里・舎
人
ラ
イ
ナ
ー

尾
久
橋
通
り

交番

出入口1
出入口2

薬局

博慈会
田園クリニック

駐車場 10台

精査ならびに入院が必要な場合
には、随時、博慈会記念総合病院に
紹介いたします。

※お問い合わせは

日暮里・舎人ライナー　「見沼代親水公園」駅　徒歩１分

送迎バス時刻表

〒121-0831　東京都足立区舎人2-19-18

博慈会
田園クリニック

博慈会記念
総合病院

8：30
10：00

8：45
10：15

乗車場所
博慈会田園クリニック
…駐車場

博慈会記念総合病院
…正面玄関

運行日

※日曜・祝日は運休と
　なります。

博慈会記念
総合病院

博慈会
田園クリニック

12：00
13：00

12：15
13：15

03-3899-1600

03-3899-1600

博慈会
田園クリニッ

クでは、地域に根ざし、これまで以上に皆様に愛される「かかりつけ医」になるべく、

交通のご案内

月曜～土曜日

医療法人社団健康増進会

博慈会田園クリニック

博慈会記念総合病院

03-3899-1600

医療連携先、博慈会記念総合病院への送迎バス（無料）をご用意しています

〒123-0864
東京都足立区鹿浜5-11-1
03 - 3 899 - 1 311

＜医療連携先＞

院長　西垣　均

外来診療担当表

月 火 水 木 金 土

内科
内科

小児科

内科

小児科

内科

整形外科
内科

内科

小児科

内科 内科 内科
内科

整形外科
内科

9：00～13：00
午前

14：30～18：00
午後

曜日

診療時間

※内科の休診は土曜日の午後、日曜・祝日となります。
※整形外科及び小児科は、博慈会記念総合病院の各科専門医師
　が診療にあたります。

博博博博博博慈慈 く、

を行っています。小児科 専門外来診療
整形外科外来診療を行っています。
小児科 専門外来診療
整形外科外来診療
●小児科 専門外来診療 火曜日・水曜日・土曜日　9：00～13：00 （受付12:30まで）
●整形外科外来診療 毎週木曜日　9：00～13：00/14：30～18：00
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診療科別地域連携担当医表

特殊・専門領域診療一覧表 当法人が世話人を担当している足立区医師会疾患別ネットワーク

患者さまのご紹介やご相談がありましたら、下記の担当医にご連
絡ください。担当科が不明な場合は、内科系は竹中医師、外科系
は星野医師にご連絡ください。

【院長】岡田憲明　【筆頭副院長】田中邦夫　【副院長】田島　剛、冨川節子、吉村和泰　【診療統括責任者】内科系：竹中　圭、外科系：星野　瑞 平成27年10月1日現在

診　療　科 責　　任　　者 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
AM PM AM PM AM PM AM PM AM PM AM PM

呼吸器科 部長：竹中　圭
部長補佐：篠田欣也 榊原桂太郎 竹中　圭 竹中　圭 竹中　圭 榊原桂太郎 竹中　圭 篠田欣也 竹中　圭

※
救
急
当
番
医
あ
て
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

消化器科
糖尿病内分泌科

部長：長田祐二
部長補佐：滝　保彦 滝　保彦 岡田憲明 長田祐二 濱本達彦 滝　保彦 長田祐二 滝　保彦 長田祐二

血液内科 － － － － 由井俊輔 － － －

循環器科 筆頭副院長：田中邦夫
部長：平澤泰宏 合田浩紀 池田　健 田中邦夫 田中邦夫 合田浩紀 池田　健 合田浩紀 平澤泰宏 合田浩紀

腎臓内科 腎クリニック院長：大沢弘和
医員：片山安奈 大沢弘和 片山安奈 片山安奈 大沢弘和 片山安奈 大沢弘和

放射線科 ※放射線治療については、福永　毅医師、または放射線治療室にお問い合わせ下さい。 能勢隆之（治療）
部長：福永　毅（検査・診断） 福永　毅（検査） － 福永　毅（検査） 福永　毅（検査） 福永　毅（検査） 福永（検査）

小児科 副院長：田島　剛
部長：飯塚雄俊 田島　剛 飯塚雄俊 飯塚雄俊 田島　剛 田島　剛 田島　剛 飯塚雄俊

外科 副院長：吉村和泰
部長：沖野　哲也 吉村和泰 沖野哲也 沖野哲也 吉村和泰 吉村和泰 吉村和泰 沖野哲也 沖野哲也

乳腺科 － － 武井寛幸
（第２・第４） 武井寛幸 － － － －

脳神経外科 部長：佐藤　俊 佐藤　俊 馬場栄一 佐藤　俊 佐藤　俊 馬場栄一 佐藤　俊 馬場栄一

整形外科 部長：星野　瑞
部長補佐：山崎秀興 星野　瑞 池見佳一郎 谷口久樹 山崎秀興 池見佳一郎 谷口久樹

形成外科 部長：大木琴美 大木琴美 （手術） 大木琴美 － 大木琴美 （手術） 大木琴美 －

泌尿器科 部長：高橋　亮 白井將文 高橋　亮 高橋　亮 白井將文 守田晃二郎 守田晃二郎

眼科 副院長：冨川節子 冨川節子 （検査） （手術） 一戸　唱 中山滋章 村野奈緒 村野奈緒 （検査） （手術） 村野奈緒 冨川節子

皮膚科 恩田周太郎 大﨑邦子 － 安原尚昭 － 恩田周太朗 大崎邦子 大崎邦子

耳鼻咽喉科 部長：杢野恵理子 杢野恵理子 三輪　正人 杢野恵理子 － 杢野恵理子 瀬戸　陽 － 杢野恵理子

麻酔科 部長：小倉　忍 小倉　忍 非常勤医 小倉　忍（第1のみ） 小倉　忍 小倉　忍 非常勤医

歯科・口腔外科 部長：岩瀬正泰 岩瀬正泰 田中庸子 岩瀬正泰 岩瀬正泰 岩瀬正泰 岩瀬正泰

博慈会記念総合病院

第２内科〔消化器科〕 肝臓（長田祐二・滝　保彦）、血液内科（由井俊輔）

第３内科〔循環器科〕 不整脈（平澤泰宏）

放射線科
放射線治療（能勢隆之）
血管内手術・カテーテル治療（福永　毅）

外科 下肢静脈瘤（柏原　元）

整形外科
脊椎診（星野　瑞），関節診（森　　聖）
脊椎，人工関節，腫瘍，末梢神経，スポーツ，リウマチ

形成外科 しみ・しわ，ケロイド・きずあと・顔面外傷（大木琴美）

泌尿器科 男性不妊，ED（白井將文）

小児科
健診，予防接種，心臓，腎臓，神経，心理，
喘息・アレルギー

健康管理センター
人間ドック〔日帰り，各種オプション〕・
企業団体健診（小川　剛）

長寿リハビリセンター病院

もの忘れ外来 脳血流評価可能〔核医学検査〕（福生吉裕）

歯科・口腔外科 インプラント，腫瘍，口腔顎顔面外傷

博慈会腎クリニック

腎臓内科 血液透析，腹膜透析（大沢弘和）

疾　患　別 代表世話人 当法人世話人

脳卒中情報ネットワーク
（脳卒中地域連携パス運用中）

博慈会記念総合病院
 脳神経外科　部長　佐藤　俊

呼吸器（肺癌）ネットワーク
（肺癌地域連携パス運用中）

博慈会記念総合病院
 呼吸器科　部長　竹中　圭

循環器ネットワーク
（循環器フォーラム開催）

博慈会記念総合病院
　附属健康管理センター
 センター長　小川　剛

博慈会記念総合病院
　循環器科
 筆頭副院長　田中　邦夫

整形外科連携ネットワーク
（大腿骨頚部骨折地域連携パス運用中）

博慈会記念総合病院
 整形外科　部長　星野　瑞

認知症ネットワーク（研究会）
（板橋区、練馬区と連携構築中）

博慈会記念総合病院附属老人病研究所
 所長　福生　吉裕

糖尿病研究会
博慈会記念総合病院
 消化器科　院長　岡田　憲明

C型肝炎
（東京都の重点疾患として展開中）

博慈会記念総合病院
 消化器科　部長　長田　祐二

慢性腎臓病（CKD）
（CKD研究会）

博慈会腎クリニック
 腎臓内科　院長　大沢　弘和

泌尿器疾患ネットワーク（前立腺癌）
博慈会記念総合病院
 泌尿器科　医員　守田　晃二郎

消化管研究会
博慈会記念総合病院
 消化器科　部長　長田　祐二
 外科　部長　沖野　哲也

大腸癌
（区検診の一環として活動中）

博慈会記念総合病院
 外科　部長　沖野　哲也

胃がんハイリスク検診
博慈会記念総合病院
 消化器科　院長　岡田　憲明

前立腺癌
（区検診の一環として活動中）

博慈会記念総合病院
 泌尿器科　医員　守田　晃二郎

地域医療連携担当者会 事 務 局 　博慈会記念総合病院　地域連携室
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暑かった夏が過ぎ、過ごしやすい季節を迎えました。
看護部一同、地域の皆さまの健康管理のお手伝いができますよう、日々、頑張っております！

4月に、新しい仲間が増え、技術トレーニングに頑張っております。
一日も早く、ベッドサイドで看護が展開できるよう看護部全体で、バックアップ！

今年もキャンドルに誓いました。
ナースのたまご達！

回復期リハビリ病棟がOPEN！
チーム医療で、患者さまのADL拡大と在宅復帰へのお手伝い
を担当しています！

博慈会記念総合病院

博慈会高等看護学院

長寿リハビリセンター病院

博慈会News

看護部門レター
HHAKUJIKAI H

A
KU
JIKAIHAKKUJIKA

IH

AK
U
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KA
I H
AK

UJ
IKAI
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皆様のご要望にお応えして開設した、コンビニエンスストアーと喫茶コーナーが、
好評をいただいております。

病院内の店舗ですがお弁当やおにぎり、サンドイッチなどの主食系はもちろん、
デザートや雑誌、生活用品まで通常の店舗と遜色なく品揃えしております。
中でも、おすすめしたい商品は、お気軽に食べていただけるファストフードとデ
ザートです。
ファストフードは、人気のからあげクンや、揚げ物ゲンコツシリーズ、デザートは
プレミアムロールケーキや大きなツインシューなど、手軽で美味しい商品を取り
揃えております。
また、病院内店舗ということで衛生用品や入院雑貨などもございます。
どうぞお気軽にご利用ください。

営業時間 平日   7：30～21：30
 土曜   7：30～20：00
 日曜・祝日 10：00～17：00

営業時間 9：00～16：00
※日曜・祝日は定休日となります。

ローソン店舗から独立した形の　　　　　　　では美味しい
コーヒーはもちろん、季節に合わせた紅茶やフローズンタイプの
商品などもご用意しております。
また、コーヒーに合うお菓子やデザート、お水やお茶もご用意し
てございます。
カフェとしての利用はもちろん、診察や調剤の待ち時間や、ロー
ソンでお買い上げいただいた商品のイートインコーナーとして
もご利用いただけます。
どうぞ、お気軽にお立ち寄りください。

ローソン博慈会記念総合病院店
店長　永沼 紀哉

皆様、はじめまして。
ローソン博慈会記念総合病院店店長の
永沼と申します。
2014年5月にオープンし、既に1年が
経過しました。
今現在でも『ご満足いただけているだ
ろうか？』
『ご不満な点はないだろうか？』『改
善策は？』など、日々悩み続けており
ます。
ご要望などございましたら、どうぞお
気軽にお申し付けください。
お客様に喜んでいただける、憩いの場
のようなお店を目指して、従業員一同
努力してまいりますので、どうぞよろ
しくお願いいたします。 店舗正面入口 院内からもご入店いただけます。

長寿リハビリセンター病院
（別館）

博慈会記念総合病院
（別館）

博慈会記念総合病院
（南館）

博慈会記念総合病院
（本館） 患者様専用駐輪場

空中歩廊

空中
歩廊

アイン薬局生花店
花泉希

さくら
薬局

病院
正面玄関

ローソン MACHI
café

店舗案内図
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　平成26年11月19日（水）にパレスホテル東京において、
法人創立50周年記念ならびに病院新築工事竣工祝賀会を挙
行いたしました。
　政界や大学・各医療機関をはじめ、地域の皆様や関係企
業の皆様にご来臨いただき、大変有意義な会となりまし
た。50年という歴史も第一に患者様、そして地域の皆様方
のお力添えがあってからこそであると思っております。
今後も私ども一般財団法人博慈会は、「地域医療に徹す
る」、「救急医療体制を確保する」、「患者様本位の高度な医療を提供する」の3本の旗幟を掲げ、こ
れまでの50年という歴史に驕ることなく、地域の皆様と共に歩む総合的医療を展開して参ります。

　平成27年6月8日（月）の午後6時50分から、当
法人施設の長寿リハビリセンター病院5階レスト
ラン「博慈会グルメプラザ」において、第一三
共株式会社と当法人の共催による、第6回鹿浜臨
床懇話会が開催されました。
　今回は、第一三共株式会社より「製品のご紹
介」について情報提供をいただき、当法人の博
慈会記念総合病院から、泌尿器科の「前立腺癌
検診と医療連携」、循環器科の「下肢閉塞性動
脈硬化症」について、講演いたしました。
　参加者数は、地域医療機関の先生方を中心
に、合計約50名の先生方が参加されました。
　また、セミナー終了後は、懇親会が開かれ、
講演者をはじめ参加された先生方を囲み情報交
換が行われました。

　平成27年10月31日（土）の午後より、足立
区合同庁舎ホールにおいて、当法人施設によ
る「第34回合同医学集談会」を開催いたしま
す。今回も当法人演題のほか、行政機関なら
びに地域の医療機関よりご講演を頂戴する予
定で準備を進めております。
　講演内容につきましては、プログラムが刊
行次第、ご案内をさせていただきます。
　なお、集談会終了後には、ご講演いただい
た先生方を囲んで懇親会を開き、意見交換会
を行う予定です。
　皆様方のご参加を心よりお待ち申し上げて
おります。

　第6回鹿浜臨床懇話会　
情報提供　18：50 ～
　エフィエント錠の有用性について
　　　第一三共株式会社

講演Ⅰ　19：00 ～
　前立腺癌検診と医療連携
　　　博慈会記念総合病院
　　　泌尿器科　部長　高 橋  亮

講演Ⅱ　19：30 ～
　前歩くと足が痛くなりませんか？
　～増加している下肢閉塞性動脈硬化症～
　　　博慈会記念総合病院
　　　循環器科　筆頭副院長　田 中 邦 夫
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診療のご案内 平成27年10月１日現在

博 慈 会 記 念 総 合 病 院 附 属

健康管理センター
〒123-0864　足立区鹿浜5-11-1

フリーダイヤル：0120-311-100　　TEL：03-3899-1311（大代表）

当センターでは、以下の健診（検診）を受け賜っております。

※人間ドック… 日帰りコース・脳ドック・肺ドック・心臓ドック、その

他各種オプションなどのコースがございます。

※健 康 診 断… 足立区特定健診、一般個人健診、企業団体健診、特

殊健診を行っております。

※乳がん検診以外のご予約は、各専門外来にて受け賜っております。

健診（検診）項目 受付時間 月 火 水 木 金 土

人間ドック
午前8：30～12：00 △ △ △ △
午後1：30～ 4：00 △ △ △

健康診断
午前8：30～12：00 △ △ △ △
午後1：30～ 4：00 △ △ △

足立区乳がん検診 日時ご相談のうえ、予約を受け賜っております。

※完全予約制となりますので、ご希望日程を事前にご連絡願います。

特殊外来のご案内（予約制）
●博慈会記念総合病院
　〈内　　　科〉 足立区がん検診…事前相談のうえ実施いたしております。
 ※ 特定健診と乳がん検診は健康管理センター、
 　歯周病検診は長寿リハビリセンター病院にて
 　予約を受け賜っております。
　〈外　　　科〉 下肢静脈瘤外来…第４週の土曜日午前
●長寿リハビリセンター病院
　〈歯科口腔外科〉 足立区歯周病検診…事前相談のうえ実施いたしております。

　〈泌 尿 器 科〉 リプロ（不妊・性機能）外来…木曜日午後
　〈小　児　科〉 予防接種…月・木曜日午後 神経外来…水曜日午後
 乳児健診…木曜日午後 心臓外来…金曜日午後
 腎臓外来…土曜日午前 心理外来…水曜日午後
 アレルギー外来…金曜日午後
●博慈会腎クリニック
　〈腎 臓 内 科〉 腹膜透析…木曜日午後

慢 性 期 医 療 ・ 回 復 期 医 療 施 設

長寿リハビリセンター病院
〒123-0864　足立区鹿浜5-13-7　TEL：03-3899-7011（代表）

外来診療科 受付時間 月 火 水 木 金 土

内科 午前8：30～12：00 ○
ものわすれ外来 午後1：30～ 4：00 △
精神神経科 午前8：30～12：00 ☆

歯科口腔外科
午前8：30～12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○
午後1：30～ 4：00 ○ ○ ○ ○ ○

※○は一般外来、△は予約および特殊外来です。
※精神神経科☆印は、再診の患者様のみの受付となります。

腎 臓 内 科 ・ 人 工 透 析

博慈会腎クリニック
〒123-0864　足立区鹿浜5-5-18　TEL ：03-3856-7011（代表）

外来診療科 受付時間 月 火 水 木 金 土

腎臓内科
午前8：30～12：00 ○ ○ ○
午後1：30～ 4：00 △

人工透析
午前8：30～ 9：45 ○ ○ ○ ○ ○ ○
午後1：30～ 5：00 ○ ○ ○

※○は一般外来、△は予約および特殊外来です。
※人工透析は、祝日も行っています。

厚生労働省臨床研修病院・東京都災害拠点病院

博慈会記念総合病院
〒123-0864　足立区鹿浜5-11-1
TEL：03-3899-1311（大代表）
http://www.hakujikai.or.jp　E-mail  info@hakujikai.or.jp

外来診療科 受付時間 月 火 水 木 金 土

第１内科（呼吸器） 午前8：00～12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○
呼吸器外科 午前8：00～12：00 ○
第２内科（消化器） 午前8：00～12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○
第３内科（循環器） 午前8：00～12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第４内科（糖尿病）
午前8：00～12：00 ○ ○
午後1：30～ 4：00 ○

第５内科（神経内科） 午前8：00～12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○
内科総合外来 午後1：30～ 4：00 ○ ○ ○ ○ ○

放射線科（診断・治療）
午前8：00～12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○
午後1：30～ 4：00 ○ ○ ○ ○ ○

小児科
午前8：00～12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○△

午後1：30～ 4：00 △ △ △ △
整形外科 午前8：00～12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○
※○は一般外来、△は予約および特殊外来です。
※初診受付は、午前は8時30分から、午後は1時30分から受け付けております。

外来診療科 受付時間 月 火 水 木 金 土

外科 午前8：00～12：00 ○ ○ ○ ○ ○▲

乳腺科
午前8：00～12：00 ▲ △
午後1：30～ 4：00 △ △

脳神経外科 午前8：00～12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○
形成外科 午前8：00～12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○

眼科
午前8：00～12：00 ○ △ ○ ○ △ ○
午後1：30～ 4：00 △ ○ ○ △ ○

耳鼻咽喉科
午前8：00～12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○
午後1：30～ 4：00 ○ ○ ○

泌尿器科
午前8：00～12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○
午後1：30～ 4：00 △

皮膚科
午前8：00～12：00 ○ ○ ○ ○
午後1：30～ 4：00 ○ ○ ○

リハビリテーション科 午前8：00～12：00 △ △ △
※▲印　外科の特殊外来は第４週、乳腺科は第２週・４週のみ診療となります。

外来診療は日曜・祝日は休診となります。なお、急患は24時間いつでも受付をしております。
（内科系・循環器科・外科系・小児科担当の医師が常時院内待機しております。）
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交通のご案内
■電車・バスをご利用の方 
東武スカイツリーライン／西新井駅より
日暮里舎人ライナー／西新井大師西駅より
　・東武バス ････････････････鹿浜都市農業公園行にて「鹿浜」下車
　・コミュニティーバス ････････鹿浜都市農業公園行にて「鹿浜」下車
　・国際興業バス････････････赤羽駅東口行（赤23）にて「鹿浜」下車
　・病院送迎バス ･･･････････西新井大師西駅経由にて約5～15分

東武スカイツリーライン／北千住駅より
　・コミュニティーバス ････････博慈会記念総合病院行にて「終点」下車

ＪＲ／赤羽駅より
東京メトロ南北線／赤羽岩淵駅より
・国際興業バス･･････････････西新井駅行（赤23）にて「鹿浜」下車
・病院送迎バス ･････････････直通にて約15分

ＪＲ／川口駅より
・国際興業バス･･････････････鹿浜領家循環行にて「鹿浜」下車
・病院送迎バス ･････････････直通にて約15分
※地図の★印は、送迎バス乗り場目印

■車をご利用の方 
首都高速川口線
・東北道方面（上り線）より ･･･東領家ランプ下車にて約200m
・都心方面（下り線）より ･････鹿浜橋ランプ下車にて約800m

「博慈会だより」第32号　　平成27年10月1日発行
一般財団法人　博慈会　博慈会だより編集委員会

東京都足立区鹿浜5－11－1
TEL：03－3899－1311（大代表）


